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6. オホーツク・大学問交流協議会

東京農業大学生物産業学部

日 日寺

場所

話し手

聞き手

田中 俊次氏(東京農業大学生物産業学部産業経営学科長・教授)

姉崎・光本・石山・伊藤・上田・佐藤克・滝ヶ平

協議会の発足

田中 我々はたいしたことをやっているというつも

りはないのですけれども、 16年前にこの生物産業学

部がこちらに開設を致しまして、私もそれに合わせて

開設時こちらに来ました。それまでは東京で研究所に

いたのですけれども、こちらへ移ってきて一番初めに、

網走というところが初めてだ、ったものですから、どん

なところだろうと思って来たら、何かものすごい寂し

い。他の大学があるという話は聞いていたのですけれ

ども、どういった大学があるのか全く分からなかった。

調べてみましたが、その当時はすでにできあがってい

る道都大学、それから北見工業大学と北海学園北見大

学とその三つがあったのですね。それぞれ学部が全部

違うわけです。それで、怖いもの知らずというのです

かね(笑)。

同時に、東京にいた頃は、けっこう研究交流という

のが多かったのです。大学が多いですし。それでいろ

んな大学の先生方と研究会が聞かれていたのですけ

れど、その点が一番心配だ、ったものですから、最初は

そこなのです。何とか研究交流ができる環境があるの

かどうか、なければつくらなければいけないと、そこ

から始まったのですね。だから、申し訳ないのですが、

地域に貢献しようというのはそんなに大きな意識は

なかったですね。

その当時は、道都大学は美術学部がこちらにありま

して、いまは社会福祉学部だけですけれども、それか

ら工業大学、美術、福祉、工学ですね、それから北海

学園北見大学の商学、そして我々の生物、バイオイン

ダストリー、いわゆる生物産業学部です。そうすると

これファンクション、機能として一つに合わせると総

合大学ができるのではなし、かということで、それはあ

くまでもアイデアの段階なのですけれども、黒瀧さん

という人と、それからもう一人、いまは立教大学の教

授となっている小松善雄という教授がいたのですが、

じゃあこれ何とか連携できないかなということで、こ

れは酷いことで、飲みながらやっていたのですが、気

楽なつもりで、「ああいいね、それ、やらなきゃだめ

だよJ。他人事みたいにいっていたら、小松さんとい

う人は乱暴な人で、 「お前、いいっていったよな、お

まえちょっと回って来しリ。「ちょっと回って来いと

いってもね、場所が分からなしリといったら、 「調べ

りや分かるだろうJとかいって、「とにかく行って来

しリと。「それで、誰に会えばいいのだ」と、そした

ら、「そんなの、調べりや分かるだろう。とにかくお

前行って来しリと。結局、あちこち電話しまして、そ

れで、会っていただくことになりました。

協議会の理念一一ボーダレスと地域課題の共有

田中 とにかく車がなかったものですから、パスで移

動するわけですね。 1校回るのに半日かかる。道都へ

行くのに、行って帰ってきたら日が暮れて、これはえ

らいことになった、やめときやよかった。それで、行っ

たら、道都大のその先生が学部長でしたが、「し、や、

いいことですね、それはjと。「なかなかいいことだ、

それで話はいいことだけれど、まあ無理ですねJとは

っきり。「あなたたちは来たばかりだから分からない

だろうけれど、ここはそういった文化とか、学術とか

ということに冷たい冷淡なところ」というような話だ

ったものですから、やり方によっては何とかなるんじ

ゃないかといったら、 「学内で検討しましょう」と。

それで、一軒一軒回っていたんですけれども、北見工

大が国立大学なんですけれども、僕も工大、国立とい

うのがよく分からなかったものですから、形式的な決

まりがあるとは思わなかったものですから、「連携し

ましょうよ」といったら、その当時の学生部長さんが、

「そんなのうちでは機関決定をしなければいけない

大変なことなんだ」と、「簡単に来ないでくれJと、

否定的なのですよね。とにかくこっちできっちりした

趣旨を立てなきゃし、かん。そこから始めて、この地域

が抱えている諸問題というのがし、っぱいあるだろう

ということで調べまして、第 1回のセミナーの報告書

の一番後の方にありますが、アンケート調査をやった

のです。

この地域はどういった問題を抱えているのか、課題
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田中氏

は何なのか、それからその課題を解決するためにどう

いったことが考えられるのか、大学にはどういったこ

とを希望するのか、要望するか、また、大学に対する

不満というのはないのか、いろんな項目を設けまして、

あらかたのことが分かつて、それは報告書を読んでい

ただければ分かりますが、要は地域が抱えている問題

は産業ごとにいっぱいあるのですよね、我々の関係す

る農作物の問題とか、流通の問題ですとか、それから

環境問題ですね、海、川の汚染とか、森林の破壊とか、

そういったような問題がさまざま出てきて、地域が抱

える諸課題を地域に存立する大学が面と向き合って

解決していくということが必要だろうし、それをやら

なければ、いまから 15年くらい前ですけれど、地域

に存立する大学の意義、アイデンティティはないんじ

ゃないか、というのが一つありました。

それともう一つは、意外と地域の人たちは大学に求

めている希望とかそういったものがいっぱいありま

したけれど、その中でももう少し先生方といっしょに

勉強したいという意識もあって、それに応えるような

こともやっていこうじゃなし、かということで、アンケ

ートの結果と、それをまとめた我々の見解、趣旨を書

きまして、もう一回、回り直したのです。そうしたら、

それはよく分かる、我々もそれはもうすでによく分か

っている、ただ手立てがなかった、連携することはい

いです、ということで、でもどの大学も機関決定で、

大学でやるとしづ、大学という機関が決定して公式に

連携をとる。かなりその方途は探ったのですけれども、

結論としては難しそうだなあということで、とりあえ

ずは有志、各大学のそういったことに関心があり、な

おかっかかわりたいという先生方にぜひ手を上げて

いただけないだろうかということで、結果としては未

だにそれがその有志というかたちで緩い連携で進ん

できている。

第 1回目はうちの大学でやろうじゃないかという

ことで、この網走市民のある方から出たのですけれど、

大学は敷居が高いのだと、どうも大学に入ってくるの

もちょっと気後れする。入っていってもどこで何をい

えばいいか、どこに行けばいし、か分からない。だいた

い大学の先生が何をしているのか分からない。そうい

うことで、敷居や垣根、これが各大学にもいろいろさ

まざまな事情がある。それから 26市町村この管内あ

るわけですけれども、全部回ったわけではありません

が、話を聞いていますと、垣根があり、そのころちょ

うど国際化という動きが顕著でして、その後“ボー夕、

レス"、“グローパリズム"というようなかたちになっ

てきているわけですが、我々も敷居垣根を取り払おう

ということで“ボーダレス"という概念を我々のキ一

概念にしようということで、全部の報告書に“ボーダ

レス"ということを書いています。 「ボーダレスオホ

ーツク 21J一ーそのときは 20世紀でしたが、 21世紀

ボーダレスにしたいというキ一概念で、それで第 1

回目をここで、ゃったのです。

だし、たいこういう学術セミナーをやっても、一生懸

命回ってもせいぜい 30から 40人くらいしか集まら

ない、 100なんて無理だ、そうかなとか思いながら農

協とか漁協とか一生懸命回ったりしたり、それと同時

に道庁に、ここは網走支庁ですけれども、に行きまし

て趣旨を話をしまして、地域開発振興助成金という制

度があって、こういったものに使えないだろうかとい

うと、それは大いに結構だということで、意外とすん

なりいきました。ただ限度があって、その当時は 50

万くらいしかつかなかった。 50万じやどうしようも

ないなあ、でもお金がなし、から、といっていたら、そ

の当時の支長が、特例事項で 150万くらいはつけら

れるのじゃないか、ということで配慮、してくださいま

した。それで足りるとは思いませんでしたが、一応の

資金、手当てはっきました。それで企画を組んでいき

ました。

それで地域の課題を解決するということが我々の

テーマなのだ、よ、地域連携を深めていこうじゃないか、

ということで、皆さんその趣旨に賛同してくださいま

して、農協、漁協、各市町村、関係機関である商工会

議所、青年会議所、あらゆるところを回りまして、賛

同を得まして、それぞれ資金も援助、寄付というよう

なかたちで出してくださいまして、 400万くらい集ま

りまして、これならできると。それで企画を組みまし

て、やっている最中で、まだ正式な連携を組むという

承認が得られる前に、新聞が先に分かつたらしく、北
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見工大の先生が、「正式決定もしていないのに新聞に

でかでかと載って、我々としては非常に迷惑であるJ

と、それで、非常に謀略的なやり方だと、あの組織は

“謀略機関"だとしづ、何を謀略するかよく分からな

いですけれども(笑)。北見工大の中に非常に熱心な

先生がいらっしゃいまして、その先生がこの 3市、ト

ライアングノレゾーンを連携をしよう、いわゆる問題、

課題の共有をしていきたいと。

それと同時に、その先生はもっと大きな夢を持って

いらっしゃって、ここは“環オホーツク海圏域"であ

る。そのとき初めて“環オホーツク海圏"という概念

が出てきました。いままでは、環日本海とか、環j勃海

とか、いろいろとそういう概念はあったんですけれど

も、“環オホーツク海圏"ということで、ロシア、北

海道、それから中国という大きなトライアングルを射

程に入れて考えていこう、すぐはできないけれど、と

いうことで、ちょっと理念めいたものがあって、それ

で、壮大な計画ができたのです。

けれども、足元を見たらさっきいったように“謀略

機関"になっているような状況もありまして、だんだ

ん少しずつ説明していきまして理解は得られてきた

のですけれども、第 1回目をぎりぎり、要するに予算

執行というのはだいたい 3月いっぱいで全部執行し

なければなりませんが、そういったすったもんだがあ

ってなかなか開けなくて、結局ぎりぎり 2月の末にな

って開催ができました。市民の人たちに来てもらいた

いということで、で、っかいポスターつくって案内した

のですけれども、農大は山の上なので、東京農大でボ

ートレースがあるらしいけれど、ボートレースはどこ

でやるのだろう?という、“ボーダレス"を見てボー

トレース、山の上でボートレースなんてできるのか?

という問い合わせがあったくらい、そのくらい理解、

認識、認知度が低かったということなのですね。やっ

とそれでも開けまして、最初 280人集まりまして、

これは異常だということで、市長も喜んでいただいて、

とりあえず十何年かやってきたという経緯がありま

す。

リカレント、生涯学習まちづくり

田中 途中から好余曲折がありまして、最初の何年か

順調だ、ったのですが、地域振興に関する資金というの

が、道の場合は 3年間と限られているので、それで今

度は名称を変えたり、趣旨を変えたりしながら、やっ

ていることは同じなのですけれども、結局、十何年間

もらい続けている現実には、いよいよ厳しくなって、

日本経済がかなり厳しくなって、これは日本全国同じ

なのですが、地方自治体も 3、4年前からかなり厳し

くなってきました。大学間交流協議会というセミナー

の名称、では支援はできないと、非常に僕は不可思議に

思いましたけれど、一方で地域連携を進めようといい

ながら、そういったことはできないと。道を責めるつ

もりはまったくないですが、責めるどころか素直に不

思議で何でそうなってしまうのだろうという疑問の

方が強いのですが、そういうのだ、ったらしょうがない

から変えまして、生涯学習、リカレントをやるのだと

いう、地域の課題を考えながら、ともに考え方とか方

向性を見定める勉強会なのだと、おこがましいけれど

地域の人たちとともに勉強して教育をしていこうと

いうのが、この報告書の趣旨、最近のこの 3回目ぐら

いです。リカレント何とか、そういう文言が多くなっ

ているのです。でも報告書を読んでいただければ、中

身は前と同じではなし、かという感じなのですけれど

ね。苦肉の策なのですけれど、ちょっと変えながらや

ってきたというところがあります。したがって、それ

を補足するようなかたちで、文科省の「生涯学習まち

づくりモデルJとか、こういった支援事業にも応募し

まして採択されて、そっちの方の支援金を獲得しなが

らやってきました。

環オホーツク海国交流

田中 それから、その問、“環オホーツク海圏"とい

う概念で、国際交流をやっていこうじゃないか、という

ことで、オホーツク圏の交流の事業もやりました。こ

れには中国、ロシア、モンゴノレ、それから日本の研究

者が集まりまして、これも移動の処置とかそういった

ものも事務局で、ゃったものですから、かなり大変でし

た。 1992年ですから、いまからもう 12年前ですが、

その当時は中国も大揺れに揺れている状態でしたし、

ロシアはソ連崩壊でほとんどアノミーの状態なので

すね、そういう状態の中で交流をすることの難しさを

感じました。その後も別の資金を援用しながら交流し

たのですけれども、学術交流とか研究交流なんていう

名称はそうなのですが、実態は相手方の資金稼ぎみた

いなところがありまして、やっぱり金額が違うのです

ね、 20万円の研究費があって、 10万ずつ分担してそ

れぞれの研究課題でやりましようといったら、 10万

円というのはその当時、ロシアで相当なお金になるの

ですね。ほとんど 3分の 2くらいどこにいったか分

からない、なおかつ、もっともっと研究やりたし、から

資金の方をと、妙に資金の話ばかりになりました。最
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初は我々うかつにも気がつかなかったもので、いやあ

大変なのだとお金を工面して、途中からこりゃし、かん

ということで、きっちりした一定額をそれから具体的

方法というようなことで、これに従ってやってもらい

たい、それで、中間で報告してもらって、最終的にディ

スカッションをやるということをやりました。

変な話ですけれども、ユジノサハリンスク教育大学

の先生方は大変で、ソ連が崩壊してロシアの中でも外

れたところでもう見捨てられた状況の中で、本当に研

究費、助成が途絶えているわけです。日本語学科の学

生さんが 2人、男子学生と女子学生なのですが、もの

すごく熱心なのです。我々の方も学生交流ということ

で、学生を組織しているのですが、向こうは2年間く

らいで日本語が話せるようになって、こっちの学生は

8年くらいやっても話せるようにならない。学生たち

にとってはやっぱりカルチャーショックです。こりゃ

し、かん、いい加減な勉強しているのじゃないか、とい

うことで、交流をして、先生方も交流をして、懇親会

をやったりして、それで日本のカラオケというのはど

ういうものだと関心を示すので、カラオケをやってい

るスナックへ連れて行きまして、そうしたら、そこが

記念にとお庖のライターをみなさんに配ったら、もっ

とくれというわけですよ。100円の使い捨てライター

をどうするのだろうと思ったら、これ 1個で 1カ月

位の部屋代になるのだとか、免除してもらえるのだと

いうことで、山ほど持って帰りました。そのときに、

お前たちって何やっているのだと、本当にまじめにや

ってくれるのかなと不安がありました。そういったこ

とをずっとやってきました。

最近は、“環オホーツク海圏"ということもきっち

りやってし、かなければいけないということで、去年、

一昨年から出しはじめた文科省の科研費で、基盤研究

(A)で 3000万ということで採択されまして、これか

ら調査研究を始めるということで、その下準備を始め

るというところなのですが、これも各大学の大学間交

流協議会の先生方がメンバーで、す。

15周年特別企画

田中 今年の第 15固というのは、 15周年の記念企画

ということで、大学間交流協議会のセミナーを特別企

画ということで進めているところですけれども、道そ

のものも道州制云々でかなり本腰入れて北海道経済

の建て直しをすることから、どうだろうということで、

うちの大学の理事長が実は紋別の出身でして、北海道

に当然関心が高いわけでして、高橋道知事と、こうい

った転換期の北海道経済と地域活性化における大学

の役割というようなことで、対談を午前中ゃったらど

うかと、午後は3市の市長、網走・北見・紋別の市長

が集まって、中には網走管内の町村会長、佐日間町の

町長さんがいるものですから、午後はシンポジウムを

やろうというような企画をしています。

高橋知事に打診したら、優先順位をつけているらし

く、道議会には出るとかあって、我々はどうも最下位

らしいのです。まず無理だろうと O それで、この管内

の出身の選出議員である武部勤氏とし、う衆議院議員

がいて、彼に連絡をして 7月 24日、出張で 30分く

らいしか会えなかったのですが話をして、そうしたら

非常に大乗り気なのです。実は、高橋はるみさんの選

挙対策委員長をやっているのです。道州制の素案とい

うか元になっているのは竹中平蔵さんと武部さんが

つくっているわけですね。自民党のマニフェストをっ

くりながらですね。じゃあ高橋知事を連れてくると、

その代わり俺も出させろという、今回は2人だけでと

いったら、俺の方が詳しく知っているのだというので、

いまちょっともめています。出さないなら連れてこな

いなんて、さすが政治家だなあと。竹中平蔵も連れて

来たいと、いまはそこを整理しなきゃいけない状況に

なっています。

おそらく日程調整で来年の 2月になってしまうの

ですが、さっきいったようなテーマで、第 15回のセ

ミナーが管内 26市町村全部ではないですが、かなり

いま関心が高まっています。一応、中間的な地域連携

の取りまとめもあるのじゃなし、かと、各市町村が協力

的に、我々があれこれ忙しいものですから、ぼやぼや

していたら、この部分については私たちがという、そ

の部分では連携はかなりいし、かたちで進んできてい

ます。だから、市民レベル、町村民レベルとなると検

証していませんが、このセミナーや大学問交流協議会

に対する認知度は高まりました。実質的にどういった

ことで、どういった範囲で理解されているかというこ

とを、この機会にアンケートで調査すべきであろうと

計画しているところです。

現実に即してし、かなくてはならないということで、

一部の機関、一部の人たちだけの反応だけで簡単にこ

うだと結論できない。あくまでもやっていることは泥

臭くて地道で、地域現場で、やっていますけれど、せめ

て総括は科学的にやろうじゃなし、かというスタンス

で。こういったものを科学的にやるというのは難しい

ですね、そのあたりの角度と方法をもう 1回整理をし

て進めようと，思っています。
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農大での認知

姉崎 出発点をおうかがいしたのですけれども、その

意味では事務的に農大が少し中心軸に、事務局を担っ

ているわけですね。

田中 大学間交流連絡協議会の事務局はずっとこち

らに置いています。

姉崎 それで、かなり重要な役割を果たしていた北海

学園が、札幌へ戻ってしまう。それから道都も予定よ

りも早く移転してしまうので、そういう意味でも 2

つ欠けると結構大きな打撃になる、総合大学でいうと

一部の分野が欠けてしまうということがあると思う

のですけれども、先ほど科研のこともあって、発展的

に認知されていますし、オホーツクレベルの後押しが

あるのですが、農大自身はどのように認知されている

んですか。

田中 有志が集まって、いわゆる任意というかたちな

ので、農大当局そのものが本格的にかかわっていると

いうことはいまだにありません。これから どうなるか

は分かりませんが。いままでも大学が法人も含めまし

でかかわる、主体性を持つというようなことは一時期

あったのですが、その頃は我々の方で、正式な公的機

関でやられるようになったら、ある意味でアイデアも

フレキシビリティがなくなる、目的的になるのじゃな

し、かという心配もありまして、一番やりやすいのはこ

の大学間交流協議会を通してやるのがやりやすいん

ですね。

大学聞の単位互換という話が出だしたときに、それ

は我々大いに賛成したんですけれども、やっぱり組織、

経営という理事者側になってくると、ある一定の目的

が出てくるんですね。相手のことも思うんですけれど

も、こちらの方も先に進めてしまうものですから、う

まくいかないんですよね。それはまずいんじゃなし、か

ということで、公式じゃなくして、我々は機関として、

大学問交流協議会として協力はすると、したがってそ

れぞれの大学と単位互換の協定を結ぶときに、その条

件を出すときに、お互いに五分の条件を出し合うとい

うことが必要なんじゃないかと、その調整役を我々が

やっていました。単位互換というのは公式な協定です

から、国家同士が云々やるときなかなかうまくし、かな

い、その時に NGO的なものが聞に介在すると比較的

部分的にはうまくいくというようなこともあろうか

と思し、ますが、我々はたとえていうなら NGO、NPO

的なファンクションで動いたというのがあります。結

果としては、いまのところは北見工業大学との単位互

換だけが正式に決まっているのです。実質は工学です

から、単位を取りに行くのは学生たちが主体ですから、

機械工学はあまり関係ないとか、環境関係で毎年単位

互換をやっています。本当は五つの大学で、やれれば一

番いいと思っています。やっぱり現実的には難しいで

すね。

ただ、十何年間やっていく中で、あるーっか二つの

目的を目的的に達成しようとするときには、どちらか

というと任意じゃなくて、例えば、道が支庁が入って

とか、公的であった方が達成度が高いと思うのですが、

その代わり今度は可能性がなくなってくる嫌いがあ

りまして、どちらがいいかということで、ゆくゆくは

一番し、し、連携の組織というのが考えられるべきと思

うのですけれども、それも我々の課題かなと思ってい

るのです。一つのモデ、ルケースになりうるような方向

に進めていきたいというのが我々の考えなのです。半

官半民とかいろいろなやり方はあるでしょうけれど

も、非常に暖味なかたちで、なおかつピシッとした公

的な部分もあって理想に近いものができないものか

と思います。

姉崎 “環オホーツク海圏"というのは国際というよ

うな評価になりますし、それから、十数回のシンポジ

ウムの中にはオホーツク圏の大学でやるけれども、ゲ

ストというか、参加される先生には、道内の他の地域、

キL中晃であったりというようなところがあるのでしょ

うか。中身的にはかなり普遍的な内容で、やっていると

思うのですけれども。

田中 そうですね。地域の課題といってもものすごく

いっぱいあるわけですね。

だから我々は、集約できる課題をもう一回整理する

というかたちで、一般論ではないのですが、基本的に

はどう考えればよいのかというようなところを重視

しながら、個別具体で細かい問題解決の方法を考えれ

ば、それは別途各大学で関連する機関とか研究所を持

っているところに行って、それで具体的にやればいい
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んじゃなし、かというようなことで、やっています。

連携の広がり

田中 これが一番古いやつなんですが、研究者リスト

をつくっているのです。これを管内に配布しているの

です。これのデータベース化をしようということでや

っているのですけれども、原始的ですけれども、各大

学の先生たちに一人ひとり研究テーマとか何ができ

るかとか、何をやってきたか、そのようなことを細か

く具体的に書いてもらう。あまり硬すぎるとだめだか

ら、この地域に持っている夢は何ですかとか、市民の

願いとか、夢を語りながら酒を飲むこととか、でもそ

れが気に入って連絡してくれるという人もいますね。

一農家のおばさんが、私たち主婦が集まって紫蘇を加

工してジュースをつくるが、それ以外に何かワインと

かできないだろうか。そういうときは、われわれの協

議会の事務局に一本連絡してもらえば、たまたまうち

の食品科学科の教授がそういう研究をやっているの

で、個別にそういうようなことをやったり、そういっ

た問い合わせがずいぶん多いです。

五つの大学の先生方を紹介していますので、うちの

事務局、農大においていますけれど、そこに電話して

もらえばそこから、例えば電気関係のことで悩んでい

たといえば、工大の先生が行ったりとか、その先生に

連絡して会ってくれませんかということで、個別にそ

れぞれ行きます。本当にお互いに連携をしあっていく

ということであるならば、我々の方でも素顔を見せな

くてはいけない。というのがありまして、出しうる範

囲の全部を出そうと。それでいくらもらうということ

は全くないわけですけれども。

姉崎 中央で情報が集まっていてそこからもっぱら

流されるようなものを持ってくるのではなくて、逆に

ここからいろんなものを発信されているという考え

だと思うんですけれども、オホーツクというのはいま

のところ支庁の範囲ですけれども、呼び、かけはやっぱ

りオホーツクの範囲ですか。釘"路などでは道東という

広い範囲でつながりたいという意識があったりする

ようですが。

田中 それは我々の弱いところなのでしょうね、この

オホーツクにこだ、わってしまうのですね。二つの大学

が残念ながら撤退されてしまうと、機能、ファンクシ

ョンとしては連携を取れると思うのでしょうけれど

も、それは続けていこうと思います。

数年前にも何回か出ているのですけれども、もっと

範囲を広げるということはどうだろうと、実質的に難

しいところはあるのかもしれないけれど、釧路、帯広

方面へ広げてやったらどうかと、ずいぶん前に出た話

では、北海道全部できなし、かなという話もでました。

北大あたりとも連携してとかですね。ただそれはやっ

ぱり、北海道大学はそのものが総合大学ですからね、

別に相手方が連携の必要がないといわれたらどうだ

ろうかと。だからいってみなきゃいけないと、これか

ら1個の大学が地元から撤退するという状況の中で、

我々はもっと連携の範囲を広げていくことも実際考

えているところなのです。それはこのセミナーを始め

て4回目、 5年くらいたったときに、日本学術会議北

海道支部の方から、これに協賛させてくれなし、かとい

う依頼がありまして、いいですよと。学術会議はほと

んどが北大の先生方ですけれども、できるんじゃない

んですかということも申し上げたんですけれども、地

域の規模の適正というものがあって、あんまり大きす

ぎると難しくなってくるという話もあって、じゃあど

うぞということで、学術会議にもずっと協賛をいただ

いているんです。毎回道東には支部長さんに来ていた

だいて挨拶をしてもらいます。島本先生という北大の

農学部の、去年、一昨年北大を定年退官されまして農

大の嘱託教授になられた方もこの縁なんですね。

こういった連携の中から人的なつながりが生まれ

てきてJ、ま大学は生き残りというので大変厳しい状

況の中で、ユニークな、現実に即応した科目、カリキ

ュラムをつくろうといったときに、それができる先生

はどこにいるのといったときに、東京から講演に来て

いただくとか連絡が取りやすいのですよね。結構そう

いった方が非常勤で来ていただいているという現実

もあります。非常に助かりますね。もしこういうこと

をやっていなかったら、それこそ市町村民の方たちと

同じ状態でどこに問い合わせたらいいのだろうとい

う、我々も同じことがし、えるわけです。そういう意味

では非常に連携の質が高まったことで範囲も広がっ

たり、そして実も得たという感じがしています。

実は、小学校の先生なんかには、北大とか札幌の大

学と連携とかは大学問交流協議会にはできないです

かと、しきりに何年も前からおっしゃっていただいて

いるのです。だからいよいよその時期になってきたか

なと思います。一歩一歩こういったことを積み重ねて

いって、そして具体的にどういったような方向で何が

できるのかを見定めていくという意味では見えてき

たなと、ひょっとしたらそういう可能性があるという

ことですね。

- 130-



オホーツク・大学間交流協議会

地域への還元、アイデアの具体化

姉崎 地域社会への還元の仕方もいろいろあるので

すけれども、産学連携はずっといわれていますけれど

も、それだけではなくてある種の公益性みたいなもの

を還元するという意味で、自治体が大学に求める関係

性みたいなものがあって、北見工大の地域共同研究セ

ンターの内容をみるとハイテクだけではなくて、ロー

テク的な部分も考えると、比較的自治体との連携も大

きな意味があって、産学連携推進協力委員というもの

各自治体ごとに置かれていて、そのネットワークもな

かなか面白いアイデアと思ったりするんですけれど

も、そういうのはひょっとするとこういったところか

ら出ているのかと。

田中 そうですね。さまざまな効果や成果が僕は上が

っているように思います。単にセミナーを毎年やって、

勉強になったなあ、面白かったなあというだけじゃな

くて。

一つの例としては、 5年くらい前ですか、あるメン

バーの方から 3市だけが地域じゃないだろうと、町だ

つであるのじゃないかと、村だ、つであるんじゃなし、か

と、じゃあ出前講座をやろうと、出前講座は何回もや

るんですが、まあ主催、開催地そのものを使うという

ことで、斜里町で、ゃったんですね。環境を一つのテー

マにして、おそらくこの地域でははじめてじゃないで

すか、それが契機になって斜里町が 18014001を取得

する。この地域では初めてなのですね。それはやっぱ

り成果です。

さまざまなアイデアが出て具体化している、具体化

していないものの方が多いのですけれども、ともかく

一つ一つ目指していくことが地域の教育にもつなが

っていくのじゃないか、具体化した成果が上がること

は、教育の成果が上がっていくことなんじゃなし、かな

と思うんです。かなり具体化しているんですけれど、

ゃったことの量に相対してちょっと少ないんじゃな

いか、報告書にするだけじゃ意味がない、個々の問題

で具体化できないのか、何が問題なのか、そういうの

もこれから探っていくということがこれから必要に

なってくると思います。

そうなってくると、もちろん地域特性というのがあ

りますから、全部というわけにはし、かないのでしょう

けれども、そういったところから僕は地域が広がって

くるのじゃなし、かと思います。帯広の方まで行く必要

性があったり、ベンチャーとか、そういったようなこ

とが問題になってくれば、札幌の方まで広がっていく

というようなことにもなっていくのじゃなし、かと。ア

イデアだけで連携していたら、数は多くなるけれど、

そういったことではだめだという気がしているので

す。何のために連携しているのか、それがなかったら

連携し合って良かった、良かったというだけの話にな

ってしまう。

商売柄、各自治体から調査とか委託研究とかいっぱ

い頼まれるのですね。そうすると時間がない中で地域

貢献でやるわけです。そして、ゃったことが報告書に

なって役所の棚に並べられる。自分の話も報告書にな

って並べられているのです。何か墓標を見るみたいな

感じでね、こりや墓場だな(笑)、この 1回死んだ人

間たちを生き返らせなきゃいけない、そのためにどう

するか。協議会のメンバーで、すけれど、依頼されて実

際に引き受けるとき、一つの条件として、具体化する

方法まで提案したし、からいっしょに考えることを約

束してもらう。100万の予算があるからこれを何とか

年度末に消化するためには、大学の先生を呼んで話し

て、いっぱい人が来たからわーっと飲んでよかったよ

かったと、そういうのは一切入れませんと。そういう

お金を使うのだ、ったら、具体化するための方策をとも

に考える。お金があったらそれに使いましようと。こ

ういったことを通して、かかわった研究者が教育され

ていると感じます。

姉崎 それぞれ個別にやられている事例をいったん

このセミナーに持ってきて、課題を整理して、共有し

て、共通項目を探って、それをまた発展させるという

やり方は、かつて 1960年代に伊那の方で行われてい

た信濃生産大学というような、ああいうやり方と非常

に似ていますね。

田中 そうですね。そういうふうにいわれます。

姉崎 自治体問題研究所がオホーツクにはあって、そ

れでそこにいらっしゃるいろんな自治体の面々で個

性的な方がし、らっしゃって、そういう意味で、地域の

顔というのが見える関係にあって、道庁が地学連携と

いうイメージが、比較的オホーツクの場合には我々も

イメージしやすいけれども、他で地学連携というと、

去年函館を調査するとややそういう動きがあるので

すけれども、やや上からトップダウン的に大きな開発

構想があって、そこに大学が乗っかっていくというよ

うなことがあるので。

田中 公的な組織が真正面から加わりだすと、これは

行政でも大学でも同じなんですけれども、公的にかか

わりだすと、どうしてもそういう傾向というのが自然

に出てこざるを得ないんじゃなし、かと。そこなんです

ね、我々が心配しているのは。そうじゃなし、かたちで






















